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二相状態での乾き度と液相と気相の密度から全体の平均密度を求める。

液相の質量をMl[kg]、気相の質量をMv[kg]とすると乾き度 xは次式で定義される。
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上式を変形して、
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液相と気相が混合した状態での平均密度 ρave[kg/m
3]を求める。平均密度は全体の質量Mall[kg]を全体の体

積 Vall[m
3]で割ることで求められる。ここで液相の体積は Vl[m

3]、気相の体積は Vv[m
3]である。
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式 (1)を代入し

Mv

(
1

x
− 1

)
+Mv

Mv

ρl

(
1

x
− 1

)
+

Mv

ρv

=

1

x
1

ρl

(
1

x
− 1

)
+

1

ρv

=
ρlρv

ρlx+ ρv(1− x)

まとめると

ρave =
ρlρv

ρlx+ ρv(1− x)
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